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会期：令和 4年 11月 1日（火）

11 月臨時会

青木　靖
第11代議長
あおき　　やすし

あけましておめでとうございます。
本年もよろしくお願いいたします。

　
令
和
５
年
１
月
、
佐
野
区
で
伊
豆
市
と
伊

豆
の
国
市
の
新
ご
み
処
理
施
設
「
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
い
ず
」
が
本
格
稼
働
と
な
り
ま
し

た
。
下
白
岩
で
は
、
中
伊
豆
温
泉
病
院
の
移

設
新
築
工
事
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
令
和

５
年
冬
の
開
業
見
込
み
で
す
。
更
に
日
向
区

で
は
、
伊
豆
市
の
新
中
学
校
の
建
設
工
事
が

進
ん
で
い
て
、
令
和
７
年
４
月
の
開
校
に
向

け
様
々
な
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
伊
豆
市
と
い
う
ま
ち
の
姿
が
形
作

ら
れ
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
同
時
に
、
合
併
し
た
市
町
へ
の
優
遇
措
置

に
つ
い
て
は
、
終
了
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
大
型
事
業
が
目
白
押
し

の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
最
低
限

必
要
な
施
設
で
あ
り
、
財
源
に
合
併
特
例
債

や
国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

財
政
の
健
全
性
を
保
ち
な
が
ら
、
将
来
負
担

を
低
く
抑
え
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
議
会
と
し
て
確
認
し
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
、
旧
４
町
時
代
か
ら
の
公
共
施
設
を

実
際
に
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
が
続
き
ま
す
。
全
て
の
施
設
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
す
。
　
　

　
こ
れ
か
ら
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
な
が

ら
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会

の
役
割
は
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
政
策
提
案

で
す
。伊
豆
市
が
持
つ
課
題
を
解
消
す
べ
く
、

伊
豆
市
議
会
の
政
策
提
案
力
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議長からご挨拶

※議長はオブザーバーとして参加

※

議 会 運 営 委 員 会

新 体 制 決 定！常任委員会
＜本会議で決める議案などを、専門的に調査・審査する機関として設置＞

総 務 経 済 委 員 会

議 会 広 報 委 員 会

正副議長の辞職に伴い、選挙が行われました。
議長には青木靖議員、副議長には下山祥二議員
が就任しました。

下山　祥二
第 11代副議長
しもやま　 しょうじ

すずき　　　　まさと
委　員　長：杉山　　誠
副委員長：鈴木　正人

すぎやま　　　　  まこと

　上段　　青木靖　三田忠男　下山祥二　鈴木優治
　下段　　黒須淳美　杉山誠　鈴木正人　波多野靖明

上段　　
小長谷順二　下山祥二　星谷和馬　杉山武司
下段　　
杉山誠　波多野靖明　浅田 藤二　黒須淳美

委　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※議会改革特別推進委員会の構成は変更ありません

すずき　　　　まさと
委　員　長：飯田　大
副委員長：鈴木　正人

いいだ　　　だい

　上段　　鈴木正人　小長谷順二　下山祥二
　下段　　黒須淳美　飯田大　間野みどり

委　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

あさだ　　　　とうじ
委　員　長：波多野　靖明
副委員長：浅田　藤二

はだの　　　　　やすあき

上段　　
飯田大　青木靖　鈴木優治　鈴木正人
下段　　
間野みどり　三田忠男　小川多美子　永岡康司

委　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

おがわ　　　　　たみこ
委　員　長：三田　忠男
副委員長：小川　多美子

みた　　　　 ただお

教 育 厚 生 委 員 会

R4.11.1～
R4.11.1～

改 選
！

　日程
・常任委員会委員の選任
・議会運営委員会委員の選任
・一部事務組合議会議員の選挙
　※執行部からの議案はありませんでした
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令和４年12月定例会で、議会は可決・同意をしました。

件　　　　　名

報告 専決処分の報告について　・市有財産の管理事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定 ３件
・工事請負契約の変更 ２件　・静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約

予算

令和４年度伊豆市一般会計補正予算（第５回）
令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）
令和４年度伊豆市水道事業会計補正予算（第１回）
令和４年度伊豆市一般会計補正予算（第６回）

条例

伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について
伊豆市個人情報保護条例の全部改正について
伊豆市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正について
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて
伊豆市消防団条例及び伊豆市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部
改正について
伊豆市手数料徴収条例の一部改正について
廃棄物処理施設の供用開始に伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正について

その他

工事請負契約の締結について（（仮称）伊豆市リサイクルセンター）
公の施設の指定管理者の指定について　・天城ふるさと広場　・修善寺温泉駐車場
市道路線の廃止について
伊豆市監査委員の選任について
伊豆市農業委員会委員の任命について

発議
伊豆市議会個人情報保護条例の制定について
空家等対策推進のための財政支援強化を求める意見書

■全会一致で可決した議案等

※詳細はホームページを
　ご覧ください

■賛否が分かれた議案等

件　　名

小
川
多
美
子

浅
田
　
藤
二

鈴
木
　
優
治

飯
田
　
大

黒
須
　
淳
美

下
山
　
祥
二

杉
山
　
武
司

星
谷
　
和
馬

鈴
木
　
正
人

間
野
み
ど
り

波
多
野
靖
明

小
長
谷
順
二

三
田
　
忠
男

永
岡
　
康
司

杉
山
　
誠

議
決
結
果

伊豆市監査委員の選任について  
※２ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × × ◯ ◯ - ◯ × ◯ 可決

〔発議〕議案第77号　令和４年
度伊豆市一般会計補正予算（第
5回）に対する附帯決議案

○ × × × × × ◯ ◯ ◯ × × × × ◯ × 否決

※ 1　○ 賛成   ×反対
※２　議長 (青木　靖 )は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。
※３　候補者（小長谷　順二）は、自己に関する事件のため、退席しました。

〔発議〕
附帯決議案が提出されました。審議の結果、起立者少数により否決となりました。
※賛成討論１件、反対討論２件あり

令和４年伊豆市議会 12月定例会

会期日程及び議会活動
月 火 水 木 金 土 日

11/29
本会議初日
全員協議会
議会改革※

30 12/1
本会議２日目
（一般質問）
全員協議会
議会改革※

2
本会議３日目
（一般質問）

3 4

5
本会議４日目
（一般質問）

6 7
本会議５日目
（議案質疑）
議会運営委員会
広報委員会

8
総務経済委員会

9
教育厚生委員会

10 11

12 13
みんなで語る会
IN伊豆総合高校

14 15
議会運営委員会

16 17 18

19 20
議会運営委員会
本会議最終日
全員協議会
広報委員会

　　　　
　　要チェック議案要チェック議案
　・議案第 77 号・93 号 令和４年度一般会計補正予算（第５・６回）
　・議案第 86 号 廃棄物処理施設の供用開始に伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正について
　・議案第 87 号 工事請負契約の締結について（（仮称）伊豆市リサイクルセンター）

　令和４年度一般会計補正予算（第５回）　 ※ 1 万円以下は切り捨て

　詳　細　　主な増額は、総務費、諸支出金、人件費、衛生費、商工費

職員給与費に係る人件費（人事院勧告等に伴う職員給与等の増）【2,183 万円】
総　務　費：企画費 / 一般管理費 / 財産管理費【１憶 7,027 万円】　
　　　　　（寄附額の増加に伴うふるさと納税促進事業費の増　他）
衛　生　費：塵芥処理費 / し尿処理費 / 保健衛生総務費【1,360 万円】
　　　　　（新焼却施設への運搬増加に伴う一般廃棄物臨時集積運搬業務委託料の増　他）
商　工　費：観光施設管理費【1,350 万円】
　　　　　（価格高騰に伴う電気量の増）
諸支出金：基金費【１億 4,501 万円】
　　　　　（寄附額増加に伴うふるさと伊豆市応援基金積立金の増）

   令和４年度一般会計補正予算（第６回）　 ※１万円以下は切り捨て

　詳　細
衛生費：予防費【1,490 万円】
　　　　（出産・子育て応援交付金事業）

会　期：令和４年 11 月 29 日（火）～ 12 月 20 日（火）
会　場：伊豆市役所本庁２階　議場・委員会室

※議会改革（議会改革特別推進委員会）
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市
政
を
問
う
　
〜
一
般
質
問
〜 

　
議
員
の
視
点
か
ら（
議
案
質
疑
）

令
和
４
年
度一般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
回
）

Ｑ　
歳
入
の
ふ
る
さ
と
伊
豆
市
寄
附
金

に
つ
い
て
、
補
正
額
約
２
憶
５
千
万
円

で
計
12
憶
５
千
万
円
に
増
額
し
た
要
因

の
分
析
は
。

Ａ　
増
額
の
要
因
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
宿
泊
券
が
好
調
で
あ
り
、
そ
の
他
返

礼
品
の
種
類
を
増
や
し
魅
力
度
を
上
げ

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
、

体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー 

や
ゴ
ル
フ

場
利
用
券
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
要

因
だ
と
考
え
ま
す
。

 

工
事
請
負
契
約
書
の
締
結

（（
仮
称
） 

伊
豆
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

Ｑ　
現
施
設
の
解
体
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
残
さ
れ
る
施
設
は
あ
る
か
。

Ａ　
今
回
の
事
業
計
画
は
、
新
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
に
伴
い
、
稼
働
を
停
止

し
た
焼
却
処
理
施
設
の
解
体
と
、
新
た

な
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
受

け
入
れ
施
設
や
中
間
処
理
施
設
な
ど
を

再
整
備
す
る
も
の
で
す
。
既
存
の
施
設

は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
利

用
し
や
す
い
施
設
配
置
を
目
指
し
、
既

存
施
設
を
す
べ
て
解
体
の
う
え
、
再
整

備
す
る
計
画
で
す
。 

総
務
経
済
委
員
会

♦
令
和
４
年
度 

伊
豆
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
回
）

質　
　
疑

Ｑ　
移
住
定
住
促
進
事
業
で
移
住
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
の
報
告
が
あ
っ
た

が
、
こ
れ
は
市
内
の
移
動
な
の
か
、
市

外
か
ら
の
移
住
な
の
か
、
件
数
を
知
り

た
い
。

　
ま
た
、
市
外
か
ら
伊
豆
市
に
移
住
し

た
理
由
は
な
に
か
。

A　
補
助
金
の
増
額
は
、
15
件
分
を
想

定
し
て
お
り
、
移
住
だ
け
で
な
く
市
内

の
転
居
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
市

外
へ
の
流
出
も
妨
げ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
調
査
で
は
、
首
都
圏
に
近
く
、
海

も
近
い
、
富
士
山
も
見
え
る
と
い
っ
た

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

で
実
施
し
て
い
る
転
入
者
へ
の
調
査
で

は
、
転
入
理
由
と
し
て
仕
事
上
の
都
合

が
一
番
多
く
、
二
番
目
は
自
分
の
生
ま

れ
故
郷
、
親
家
族
や
親
戚
、
友
人
が
近

く
に
い
る
こ
と
、
三
番
目
は
自
然
環
境

が
豊
か
、
静
か
な
住
宅
環
境
で
し
た
。

Q　
ふ
る
さ
と
納
税
を
申
し
込
む
た
め

の
専
用
サ
イ
ト
が
あ
る
が
、
旅
館
の
皆

さ
ん
が
自
分
た
ち
の
サ
イ
ト
か
ら
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
な
が
る
よ
う
な
仕
組
み

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A　
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
る
方
は
、

「
伊
豆
市
」
で
選
ぶ
と
い
う
よ
り
、「
返

礼
品
」
で
選
ば
れ
る
場
合
が
多
く
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
専
用
サ
イ
ト
か
ら
入
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
有
効
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
各
旅
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
専
用
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を

貼
っ
て
い
た
だ
く
や
り
方
は
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

賛
　
成
　
討
　
論

◆
浅
田　
藤
二 

議
員

　
包
括
的
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
係
る

補
正
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
段
階
か
ら

約
40
％
の
増
額
の
補
正
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
事
業
全
体

像
の
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来

計
画
や
進
行
計
画
を
事
前
に
説
明
す
べ

き
で
あ
り
、
今
後
の
対
応
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

　
他
に
例
の
少
な
い
先
進
的
な
取
り
組

み
や
挑
戦
に
完
璧
を
求
め
る
と
、
委
縮

し
て
し
ま
い
ま
す
。
事
業
を
一
歩
前
に

進
め
、持
続
可
能
な
伊
豆
市
の
た
め
に
、

皆
様
の
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
永
岡　
康
司 

議
員

　

包
括
的
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
補
正

は
、
当
初
予
算
で
賛
成
し
た
手
前
、
や

む
を
得
な
い
処
置
と
し
て
賛
成
し
ま

す
。
業
務
契
約
で
双
方
が
理
解
し
た
う

え
で
の
契
約
で
、
安
易
に
補
正
を
計
上

す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

は
市
民
の
税
金
で
賄
う
も
の
で
す
。
こ

の
金
額
に
対
し
て
内
容
を
市
民
に
説
明

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

審査した主な質疑の内容や、
定例会最終日に行われた討論

常任委員会
12 ／８・９教

育
厚
生
委
員
会

♦
令
和
４
年
度 

伊
豆
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
回
）

質　
　
疑

Q　
公
立
こ
ど
も
園
な
ど
の
電
気
料
の

増
額
補
正
が
あ
る
が
、
価
格
高
騰
に
よ

る
私
立
の
こ
ど
も
園
等
か
ら
の
要
請
や

支
援
は
な
い
の
か
。

A　
私
立
こ
ど
も
園
と
認
可
外
保
育
所

の
４
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
定
員
１
人

に
つ
き
２
千
円
の
補
助
が
県
か
ら
あ

り
、
市
も
利
用
定
員
１
人
に
つ
き
千
円

の
補
助
を
考
え
て
い
ま
す
。
制
度
が
整

い
し
だ
い
支
給
し
て
い
く
予
定
で
す
。

♦
廃
棄
物
処
理
施
設
の
供
用
開
始
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

質　
　
疑

Q　
一
般
的
に
、
広
域
で
建
設
し
た
焼

却
施
設
な
ど
は
、
料
金
体
系
を
統
一
し

て
運
営
す
る
と
聞
く
が
、
伊
豆
市
と
伊

豆
の
国
市
の
料
金
が
異
な
る
こ
と
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

A　
伊
豆
の
国
市
の
剪せ

ん
て
い定
枝し

は
、
資
源

循
環
セ
ン
タ
ー
（
農の

ど

か
土
香
）
へ
出
す
の

で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
に
は
一

切
持
ち
込
ま
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
伊

豆
市
と
し
て
価
格
設
定
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
組
合
と
の
調
整
を
含
め
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

♦
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
仮
称
）
伊
豆
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

質　
　
疑

Q　
市
民
に
と
っ
て
、
資
源
ご
み
の
持

ち
込
み
方
法
が
変
わ
る
の
か
。

A　
解
体
や
工
事
を
し
な
が
ら
受
け
入

れ
も
し
ま
す
。
仮
設
の
受
け
入
れ
施
設

を
造
り
、奥
か
ら
壊
し
、新
し
い
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
が
で
き
た
ら
、
最
終
的
に
は

焼
却
施
設
を
解
体
す
る
計
画
で
す
。
今

年
度
末
か
ら
来
年
度
初
め
に
具
体
的
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

賛
　
成
　
討
　
論

◆
間
野　
み
ど
り 
議
員

　
柏
久
保
の
旧
ご
み
処
理
場
が
、
国
の

補
助
金
を
有
意
義
に
使
用
し
て
、
今
ま

で
の
施
設
を
い
か
し
な
が
ら
も
、
新
し

く
使
い
や
す
い
（
仮
称
）
伊
豆
市
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。

　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
燃
や
し
て
し
ま

い
が
ち
な
資
源
ゴ
ミ
で
す
が
、
使
え
る

も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
今
後
の
温
暖
化
な
ど
を
阻
止

し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ

り
良
い
環
境
を
残
す
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

委員会の概要書はこちら

▲

※現在のリサイクルセンター

伊豆市まち・ひと・しごと創生総合戦略検討
会議のようす
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次
の
ペ
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市
政
を
問
う
〜
一
般
質
問
〜

常任委員会 常任委員会



～ 一 般 質 問 ～

市政を問う
録画配信へ

QRコードを読み取るアプリ
をダウンロードしてご利用く
ださい。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

カメラアプリを起動して QR コード
を画面に入れ、読み込みのコード
が出たらタップしてご利用ください。

iPhone
アイフォン
iPhone
アイフォンパソコンパソコン

からご覧ください。
伊豆市議会  ライブ中継
検索

質 問
Question

間ま

の野　
み
ど
り 

議
員

　
今
年
度
、
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
防
災
訓
練
に
近

所
の
方
々
と
一
緒
に
参
加
し
、
改
め
て
避
難
所

の
運
営
の
あ
り
方
や
計
画
、
防
災
準
備
品
の
保

管
状
況
な
ど
、
市
民
が
知
ら
な
い
、
わ
か
り
に

く
い
部
分
が
多
い
事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、絶
対
に
お
こ
り
う
る
災
害
に
対
し
て
、

今
の
伊
豆
市
の
現
状
や
計
画
な
ど
、
防
災
の
見

え
る
化
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

更
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す

危
機
管
理
監
　
今
年
度
は
避
難
所
の
円
滑

な
開
設
・
運
営
が
行
え
る
よ
う
、
研
修
会
や
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模
災
害

に
備
え
、
避
難
し
た
誰
も
が
避
難
所
の
開
設
・

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
的
に
研
修

会
や
訓
練
を
開
催
し
、
更
な
る
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

市民のための防災や避難所の見える化
答

質 問
Question

星ほ
し
や谷　
和か
ず
ま馬 

議
員

　
昭
和
33
年
９
月
26
日
の
狩
野
川
台
風
で
被
害

の
最
も
激
し
か
っ
た
熊
坂
に
、
狩
野
川
台
風
災

害
復
興
記
念
公
園
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
エ
リ

ア
は
記
念
塔
、
運
動
場
、
休
憩
場
、
駐
車
場
、

児
童
公
園
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

老
朽
化
な
ど
に
よ
り
危
険
箇
所
が
い
く
つ
か
点

在
し
て
い
ま
す
。
改
修
工
事
の
必
要
が
あ
り
ま

す
が
如
何
で
す
か
。

今
後
も
利
用
者
の
意
見
を
広
く
聴
取
し
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
園
整
備
を
進

め
ま
す

教
育
部
長　
近
年
、
遊
具
の
老
朽
化
に
よ
る

故
障
が
、
時
期
を
置
い
て
発
生
す
る
よ
う
に
な

り
、
令
和
３
年
度
に
更
新
工
事
を
行
い
、
新
た

な
複
合
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

は
小
遊
具
の
更
新
工
事
を
承
認
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
危
険

箇
所
な
ど
も
適
切

に
把
握
し
た
う
え

で
計
画
を
作
成
し
、

併
せ
て
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

狩野川記念公園内、未整備箇所の改修工事を
答

動画はこちら 動画はこちら

質 問
Question

浅あ
さ
だ田　
藤と
う
じ二 

議
員

　
中
学
校
を
新
設
す
る
か
ら
に
は
、
新
し
い
波

に
乗
っ
た
革
新
的
な
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
か

な
い
と
新
時
代
に
対
応
し
た
若
者
は
育
て
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に

は
地
域
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
編
成
の
た
め

の
学
校
と
地
域
と
の
連
携
の
枠
組
み
、
シ
ス
テ

ム
を
急
ぎ
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
し
ま
せ
ん

か
。学

校
運
営
を
支
え
て
い
る
地
域
の
人
の
集

ま
り
な
ど
で
、
小
学
校
か
ら
新
中
学
校
へ

の
つ
な
が
り
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
設

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

教
育
長
　
一
斉
一
律
授
業
か
ら
個
別
最
適

な
学
び
へ
、
同
一
学
年
の
集
団
か
ら
異
年
齢
・

異
学
年
の
集
団
で
の
協
働
的
な
学
び
へ
、
そ
し

て
、
教
室
で
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
外
部
機
関

を
活
用
し
た
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
時
代
に
対
応
し
た
若

者
が
育
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
で
培
っ
た
地
域
の
学
び
を
新

中
学
校
で
融
合
し
、
伊
豆
市
全
体
の
学
び
に
広

げ
る
た
め
に
も
、
各
小
学
校
で
地
域
の
方
々
と

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
さ
ら
に

小
学
校
と
中
学
校
の
つ
な
が
り
を
検
討

し
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新中学校の教育の内容を問う
答

質 問
Question

杉す
ぎ
や
ま山　
誠
ま
こ
と  

議
員

　
補
聴
器
は
加
齢
性
の
難
聴
に
悩
む
高
齢
者
の

聞
こ
え
を
補
い
、
日
常
生
活
を
支
え
る
役
割
を

果
た
す
道
具
で
す
が
高
額
で
す
。

　
難
聴
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
会
話
や
社
会

的
交
流
が
減
り
、
う
つ
や
無
気
力
、
認
知
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
ま
す
。
難
聴
に
よ

る
孤
立
化
が
進
め
ば
、
交
流
も
減
少
し
地
域
社

会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
す
。

　
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
を
検
討
し

ま
せ
ん
か
。

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す

健
康
福
祉
部
長
　

高
齢
者
の
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
制
度
化
し
て
い
る
自

治
体
は
少
な
い
状
況
で
す
が
、「
良
い
聞
こ
え
」

が
認
知
症
を
積
極
的
に
予
防
す
る
た
め
に
は
有

効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
補
聴
器

購
入
助
成
な
ど
を
含
め
た
、
高
齢
者
の
難
聴
者

に
対
す
る
、
支
援
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

質 問
Question

永な
が
お
か岡　
康こ
う
じ司 

議
員

　
「
広
が
る
子
ど
も
の
日
傘
、
熱
中
症
対
策
、

距
離
を
と
っ
て
の
コ
ロ
ナ
対
策
」
夏
の
ア
イ
テ

ム
の
日
傘
を
小
中
学
生
も
使
用
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
国
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

登
下
校
時
は
マ
ス
ク
を
外
す
よ
う
促
し
て
い
ま

す
。
マ
ス
ク
着
用
が
習
慣
化
し
て
外
す
こ
と
が

悪
い
こ
と
と
思
う
児
童
も
い
ま
す
。
熱
中
症
対

策
と
し
て
、
登
下
校
時
の
日
傘
差
し
問
題
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

日
傘
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
有
効
な
手

段
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す

教
育
部
長　
日
傘
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
特

に
決
め
ご
と
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

場
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
脱
や
帽
子
の
着

用
、
水
筒
を
持
参
し
て
水
分
補
給
を
す
る
こ
と

な
ど
、
暑
さ
対
策
の
正
し
い
指
導
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
の
で
、
日
傘
に
つ
い
て
も
有
効
な

手
段
だ
と
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
き
ま
す
。

帰宅途中のこどもの熱中症対策
答

動画はこちら
※他の質問あり

高齢者の補聴器購入費助成を始めませんか
答

※各議員のＱＲコードを読み取ると、一般質問の様子を動画で見ることができます。

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

※新しくなった複合遊具※新しくなった複合遊具
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）

一般質問



質 問
Question

黒く
ろ
す須　

淳あ
つ

美み  

議
員

　
現
在
、
日
向
地
区
で
は
新
中
学
校
建
設
工
事

が
、
２
０
２
５
年
４
月
開
校
を
目
指
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
折
で
は
あ
り
ま
す
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
伊
豆
市
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

整
備
と
と
も
に
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相

談
員
な
ど
の
活
用
、
教
職
員
と
の
連
携
強
化
、

さ
ら
に
小
学
校
へ
の
心
の
相
談
員
配
置
な
ど
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

心
の
相
談
員
の
小
学
校
へ
の
配
置
の
要
否

に
つ
い
て
は
研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

教
育
部
長　
心
の
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
配
置
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
安
心

感
を
与
え
る
と
と
も
に
、
個
別
の
相
談
に
対
応

し
、
問
題
解
決
の
糸
口
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
教
職
員
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
改
善
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
心
の
相
談
員
の
小
学
校
設
置
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
踏
ま
え
、
研
究
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市内小中学校の「心の相談」支援体制強化を
答

質 問
Question

下し
も
や
ま山　

祥し
ょ
う
じ二 

議
員

　
令
和
４
年
10
月
の
静
岡
県
内
の
推
計
人
口
で
伊

豆
市
は
転
入
が
転
出
を
上
回
り
８
人
増
と
な
り
県

内
ト
ッ
プ
で
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
伊
豆
市

の
移
住
定
住
施
策
の
推
進
を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
現
在
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
当
市

の
施
策
の
現
状
と
そ
の
成
果
を
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。
ま
た
医
療
体
制
の
充
実
と
教
育

の
充
実
は
、
十
分
に
整
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

引
き
続
き
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り

ま
す

総
合
政
策
部
長
　

移
住
に
対
す
る
主
な
施

策
と
し
て
、
若
者
定
住
促
進
補
助
金
や
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
、
お
試
し
住
宅
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
相
談
件
数
や
移

住
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
も
の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長
　

医
療
体
制
は
不
足
し

て
い
る
診
療
科
目
も
あ
り
、
市
内
の
医
療
機
関

だ
け
で
は
足
り
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
医
療
体
制
が
衰
退
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
先
を
見
据
え
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

教
育
長
　
伊
豆
市
の
魅
力
あ
る
素
材
を
使

っ
た
教
育
は
、
本
物
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
知
る

と
い
う
点
で
充
実
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
探
究
心
を
育
み
、
本
物

を
知
る
教
育
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質 問
Question

鈴す
ず
き木　
正ま
さ
と人  

議
員

　

報
道
で
市
は
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
」

に
関
し
て
、
市
の
「
再
エ
ネ
条
例
」
に
基
づ
く

申
請
を
受
理
し
ま
し
た
。
今
後
の
申
請
さ
れ
た

書
類
等
の
審
査
が
完
了
し
て
い
な
い
中
、
市
長

は
定
例
会
見
に
お
い
て
『
関
係
法
令
、
市
の
条

例
を
確
認
し
て
も
市
長
と
し
て
の
拒
否
権
は
な

い
。』
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。『
誤
解
』
を
生
み

か
ね
な
い
こ
の
発
言
の
真
意
を
説
明
願
い
ま
す
。

法
令
に
抵
触
す
る
部
分
が
無
け
れ
ば
不
同

意
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

市
長　

本
件
を
調
整
し
た
際
、
い
ず
れ
の

担
当
職
員
か
ら
も
「
事
業
の
枠
組
み
、
送
電
の

距
離
等
、
非
常
に
無
理
が
あ
る
案
件
に
思
わ
れ

る
」
と
い
う
趣
旨
の
意
見
で
し
た
。
私
も
同
様

の
考
え
で
す
が
、
届
け
出
は
法
定
の
書
式
が
整

っ
て
い
れ
ば
受
理
せ
ざ
る
を
得
ず
、
法
令
に
抵

触
す
る
部
分
が
無
け
れ
ば
不
同
意
と
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
届
出
を
受
理
し

た
後
、
す
ぐ
に
事
業
に
着
手
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
関
係
諸
法
令
な
ど
の
許
可
申
請
条
件
を

満
た
す
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、
発
電

事
業
者
に
は
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
対
応
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

＊
再
エ
ネ
条
例
：「
伊
豆
市
自
然
環

境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」

市長の定例会見での拒否権発言の真意は
答

移住定住施策推進のさらなる強化を
答

質 問
Question

三み

た田　
忠た

だ
お男 

議
員

　
中
伊
豆
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
進

し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
と
今
後
の
将
来
像
を
伺

い
ま
す
。

　
（
温
泉
病
院
跡
地
、
橘
保
育
園
跡
地
、
中
学

校
跡
地
、萬
城
の
滝
周
辺
整
備
、太
陽
光
発
電
、

六
仙
の
里
公
園
整
備
、
冷
川
地
区
、
県
道
拡
張

整
備
な
ど
）

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
ま
い
り
ま
す

総
合
政
策
部
長
　
旧
さ
く
ら
こ
ど
も
園
は
、

効
果
的
な
活
用
に
向
け
引
き
続
き
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
萬
城
の
滝
周
辺
整
備
は
、
現
在
、
展
望
デ
ッ

キ
設
置
に
向
け
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
見
学
者
用
の
駐
車
場
整
備
に
向
け
て
関
係

者
と
協
議
、
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

産
業
部
長　
六
仙
の
里
公
園
は
、
今
後
も
市

民
公
園
と
し
て
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質 問
Question

小こ
な
が
や
長
谷　
順じ
ゅ
ん
じ二  

議
員

　
危
険
空
き
家
対
策
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
進
ん
で
い

な
い
現
状
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
危
険

空
き
家
の
放
置
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
差
し

迫
っ
た
問
題
と
し
て
直
ち
に
顕
在
化
し
ま
す
。

特
に
土
肥
大
藪
地
区
な
ど
の
住
宅
密
集
地
で

は
、
今
後
の
大
規
模
災
害
を
見
据
え
る
と
、
非

常
に
心
配
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
・
県
の
制
度

活
用
以
外
に
、
伊
豆
市
独
自
の
施
策
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
施
策
を

考
え
て
い
ま
す

建
設
部
長　
公
共
事
業
で
活
用
が
予
定
さ
れ

る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
寄
付
を
条
件

に
除
却
の
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
危

険
空
き
家
に
な
る
前
の
対
策
と
し
て
は
、「
市

の
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
や
「
空
き
家
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
密
集
地
は
、
災
害
時
の
消
火
活
動
や
人

命
救
助
上
の
理
由
な
ど
か
ら
も
課
題
が
あ
る
た

め
、
危
険
な
空
き
家
の
除
却
を
促
す
た
め
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
ま
す
。

＊
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
：
目
標
へ
の
意
欲
を
高
め
る
刺
激

危険空き家を放置したままで大丈夫ですか？
答

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

質 問
Question

波は
だ
の
多
野　
靖や
す
明あ
き  

議
員

　
分
譲
地
や
別
荘
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
土
地

は
、
道
路
や
水
道
な
ど
の
住
環
境
が
整
っ
て
い

る
た
め
、
現
況
が
山
林
や
原
野
で
も
宅
地
並
み

の
固
定
資
産
税
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
の
土
地
所
有
者
は
高
い
税
金
を
支

払
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
第
一
種
低
層
住
宅

専
用
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
区

域
区
分
の
廃
止
に
伴
い
、
旧
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
っ
た
区
域
の
方
が
有
利
な
条
件
で
建
築
が

可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
第
一
種
低

層
住
宅
専
用
地
域
と
し
て
お
く
メ
リ
ッ
ト
は
何

で
す
か
。

従
前
と
同
じ
用
途
地
域
は
、
良
好
な
住
環

境
の
保
全
が
図
れ
ま
す
。

建
設
部
長　
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
住
宅
が
密
集
し
た
り
中

高
層
の
建
物
が
建
つ
こ
と
が
な
い
た
め
、
日
当

た
り
が
良
い
こ
と
や
大
規
模
施
設
や
工
場
が
建

て
ら
れ
な
い
た
め
騒
音
が
小
さ
い
こ
と
、
商
業

施
設
が
な
い
た
め
交
通
量
が
少
な
く
安
全
性
が

高
い
な
ど
、
低
層
住
宅
の
良
好
な
住
環
境
の
保

全
が
図
れ
る
こ
と
の
ほ
か
、
用
途
地
域
外
と
比

較
し
て
都
市
基
盤
を
整
備
し
や
す
い
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

修善寺ニュータウン地区の用途地域
答

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

中伊豆の将来像の共有化を図り協働しませんか
答

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら

＊

＊

※萬城の滝※萬城の滝
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※第 1回モニター会議で撮影

議会モニターのみなさん　
１年間ありがとうございました！
議会モニターのみなさん　
１年間ありがとうございました！
議会モニター発足から 1 年が経ち、令和 5 年１
月をもちまして任期が終了しました。多くの貴
重なご意見やご協力、ありがとうございました。

議会モニターから寄せられた意見

　思い起こせば、令和元年 12 月５日に当事者の想いを実現した、議員発議による「伊豆市民
が共にあゆむ手話言語条例」を制定することができました。議員冥利に尽きる瞬間でした。
　市民への手話の普及をお願いしていますが、議員が率先して手話に触れ、議会運営に取り入
れていく環境づくりの第一歩として「本会議や委員会で発言する際の挨拶に手話を使えるよう
になる」ことを目標に手話講座を行いました。素晴らしい講師のもとで手話を学び、本定例会
では、手話で挨拶する議員の姿が見られました。

議員勉強会で手話講座を行いました

三田　忠男教育厚生委員長

意  見 回　答
〇議会モニター会議でも、具体的な意見を求
めてほしいとの声がありました。モニター
の皆さまが、意見を出しやすい方法に改善
していきます。

〇大変高い評価をいただき、議会広報委員会
委員も励みとなります。費用削減について
は、原材料費高騰の中、削減は厳しいもの
の、発行部数の精査や穴あけの廃止を取り
入れ、コスト削減を進めます。いかに読者
を増やすかに重きを置き、見やすい紙面作
成に向け今後も努力します。

〇議会運営に関して、モニターに意見を
求めるのは限界があるため、議会運営
も含めた市政全般をモニターしたほう
が、幅広い意見が得られる。漠然と意
見を求めるのではなく具体的に。

〇議会だよりについて、画像や装飾の工
夫、簡潔にまとめられた答弁など編集
者の努力が見られ素晴らしい出来栄え
である。税金で作られるという位置づ
けを忘れず、費用削減に努力してほし
い。

こんにちは

質 問
Question

杉す
ぎ
や
ま山　

武た
け
し司  

議
員

　
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
過
去
と
は
大
き

く
異
な
り
、
人
口
減
少
に
よ
る
人
材
不
足
や
市

税
収
入
の
減
少
は
、
自
治
体
の
本
来
果
た
す
べ

き
仕
事
を
阻
む
要
因
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
対

策
の
一
例
と
し
て
、
伊
豆
市
で
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ

を
活
用
し
、
市
民
と
身
近
な
接
点
の
窓
口
業
務

を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

見
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

ま
す
か
。

あ
ら
ゆ
る
方
に
と
っ
て
便
利
で
受
け
入
れ

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
形
に
な
る
と
考
え
て

ま
す総

合
政
策
部
長
　

子
育
て
や
介
護
関
係
、

被
災
者
支
援
な
ど
特
に
利
便
性
向
上
に
資
す
る

と
さ
れ
た
31
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
今
年
度
末
を
目
指
し

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
者
に
分
か
り
や
す
く
、

不
慣
れ
な
方
で
も
容
易
に
扱
え
る
操
作
性
を
有

す
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
迷
わ
ず
簡
単
に
利
用

で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

未来に向けた市民サービス向上の取組を問う
答

天城会場天城会場

中伊豆会場中伊豆会場

土肥会場土肥会場

修善寺会場修善寺会場

生徒の皆さんと話せてとても貴重な時間となりました！

市内 4地区と、伊豆総合高校で行われた写真を
掲載します。

「みんなで語る会」報告「みんなで語る会」報告

伊豆総合高校伊豆総合高校

議員から議員から

グループワークにて多くの
意見をいただきました。今
後の議会運営の参考にさせ
ていただきます。

議員から議員から

動画はこちら
※他の質問あり

議会モニター・議員勉強会
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議
会
広
報
よ
り
報
告
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記



編  

集  

後  

記

　寒
中
に
も
春
の
兆
し
が
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　昨
年
「
伊
豆
市
議
会
だ
よ
り
」

の
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
表
紙
は
市
民
が
写
る

写
真
が
親
し
み
や
す
い
。
文
字
の

大
き
さ
の
工
夫
が
あ
る
と
よ
い
。

内
容
で
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
視
覚

情
報
、
委
員
会
活
動
の
見
え
る

化
や
子
育
て
世
代
、
若
い
世
代
の

広
聴
企
画
な
ど
の
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
の
ご
意
見
や
感
想
を
併
せ
て
、

紙
面
内
容
の
充
実
を
図
り
、
皆

さ
ま
に
身
近
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
長
　飯
田
　大

次回は令和 5年５月 1日発行予定です。

▲ 議会ホームページ

11月25日の FMIS生放送で、飯田大議員が
定例会のお知らせや報告を行いました。
次回は２月末に３月定例会のお知らせをします。

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.izu.shizuoka.jp

議会広報議会広報

アンケートを実施します！アンケートを実施します！

前回号アンケートにて、ご意見をいただき
ましたのでご紹介します。
・ほとんど毎号読んでいる
・普通
（★★☆☆☆　50代　めい様）

・毎号欠かさず読んでいる
・表紙が変わりましたね
（★★★☆☆　70代以上　男性）

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございます。ご感想をお寄せいただき市民の皆様に
お伝えできていることを実感し、とても励みとなっております。この度、広報委員会も改選し新たな
メンバーでページの再編を行い、見やすい紙面を目指し検討中です。アンケートにつきましては、
今後も議会だよりの紙面改善の参考にさせていただきます。1 分程度で回答いただけますので、皆
様の忌憚 (きたん ) のないご意見ご感想をお寄せくださるよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

広報委員会委員より　

本会議は感染症対策をしなが
ら、どなたでも傍聴ができ、イ
ンターネットによる生中継と録
画配信も行っています。

Tel.０５５８-７２-９９０６
（議会事務局）　

傍聴に関するお問合せ／

伊豆市議会だより 検索

W
e
b
か
ら
も
回
答

で
き
ま
す
♪

アクセスは
こちらから→

12月

新新

議会傍聴・視聴
のご案内

議会傍聴・視聴
のご案内

アンケート回答フォーム ここから
アンケートへ

伊豆市議会だより 75号

３月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

2/22
本会議初日

23 24 25 26

27 28 3/1
本会議 2日目
（議案質疑）

2
連合審査会
（総務経済委員会）

3
連合審査会
（教育厚生委員会）

4 5

6
総務経済委員会

7
教育厚生委員会

8 9 10 11 12

13
本会議 3日目
（一般質問）

14
本会議 4日目
（一般質問）

15
本会議 5日目
（一般質問）

16 17 18 19

20 21 22 23
本会議最終日

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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